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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チッピング紙ウェブが喫煙品フィルター組み立てユニットを介して供給される際にチッ
ピング紙ウェブに接着剤のパターンを塗布するための接着剤転写システムであって、該シ
ステムは転写ローラーとアプリケーターローラーとを含み、転写ローラーはその表面にチ
ッピング紙ウェブに塗布される接着剤のパターンに対応するパターンを形成する複数の彫
刻された領域を有し、アプリケーターローラーは、転写ローラーにはさみ付けられ、転写
ローラーとアプリケーターローラーが回転する際に、転写ローラーの表面で受けられた接
着剤が彫刻された領域からアプリケーターローラー上に転写され、アプリケーターローラ
ーと接触するチッピング紙の移動するウェブ上にその後の転写のための接着剤パターンを
アプリケーターローラーに形成し、前記彫刻された領域は、転写ローラーの彫刻された領
域それぞれに接着剤を離散させるための複数の個別の接着剤含有セルを含むシステム。
【請求項２】
　各セルは３０ミクロン程度の深さを有することを特徴とする請求項１記載の接着剤転写
システム。
【請求項３】
　各セルは０．４５ ミクロン程度の幅を有することを特徴とする請求項１または２記載
の接着剤転写システム。
【請求項４】
　各セルは転写ローラーの表面を横断する方向に六角形の形状であることを特徴とする請
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求項２または３記載の接着剤転写システム。
【請求項５】
　接着剤の溜めを収容するためのトラフを含み、転写ローラーはそれが回転する際に接着
剤を取り上げるためにトラフ内に配置することができることを特徴とする請求項１乃至４
いずれか１項記載の接着剤転写システム。
【請求項６】
　転写ローラーの表面に加圧下で接着剤を供給するように構成された接着剤アプリケータ
ーを含むことを特徴とする請求項１乃至４いずれか１項記載の接着剤転写システム。
【請求項７】
　接着剤アプリケーターは転写ローラーとアプリケーターローラーの間のニップで転写ロ
ーラーに接着剤を塗布するために転写およびアプリケーターローラーの間に位置すること
を特徴とする請求項６記載の接着剤転写システム。
【請求項８】
　請求項１乃至７いずれか１項記載の接着剤転写システムを含む喫煙品フィルター組み立
て装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は喫煙品、例えばフィルター付き紙巻きタバコを形成するために使用される装置
を通って供給されるチッピング紙の移動するウェブ上に接着剤のパターンを塗布するため
の接着剤転写システムに関する。また本発明は本発明の接着剤転写システムを組み込んだ
喫煙品フィルター組み立て装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　フィルター付き紙巻きタバコなどの喫煙品の組み立てに使用される装置は、フィルター
付き紙巻きタバコを形成するためにフィルターをタバコロッドに取り付けるためのフィル
ター取り付けユニットを含む。二本分の長さのフィルターロッドが２本のタバコロッドと
１本ずつフィルターロッドのいずれのかの端部で位置合わせされ、３本のロッドがこれら
を接合するために「チッピング紙」として知られている包装材のパッチで包装される。中
央に位置する二本分の長さのフィルターロッドは、それから２本に切断され、２本のフィ
ルター付き紙巻きタバコを形成する。パッチはウェブをパッチに切断する前に装置内を移
動する際に張力がかけられたチッピング紙のウェブの複数のセクションに接着剤転写シス
テムを使用して塗布される接着剤を使用してフィルターとタバコロッドに貼り付けられる
。製造される喫煙品の構造によって接着剤を時にはチッピング紙の面の不連続の領域に所
定のパターンで塗布する必要がある。
【発明の概要】
【０００３】
　本発明のいくつかの実施態様ではチッピング紙ウェブが喫煙品フィルター組み立てユニ
ットを介して供給される際にチッピング紙ウェブに接着剤のパターンを塗布するための接
着剤転写システムが提供され、本システムは転写ローラーとアプリケーターローラーとを
含み、転写ローラーはその表面にチッピング紙ウェブに塗布される接着剤のパターンに対
応するパターンを形成する複数の彫刻された領域を有し、アプリケーターローラーは、転
写ローラーにはさみ付けられ、転写ローラーとアプリケーターローラーが回転する際に、
転写ローラーの表面で受けられた接着剤が彫刻された領域からアプリケーターローラー上
に転写され、アプリケーターローラーと接触するチッピング紙の移動するウェブ上にその
後の転写のための接着剤パターンをアプリケーターローラーに形成し、該彫刻された領域
は、転写ローラーの彫刻された領域それぞれに接着剤を離散させるための複数の個別の接
着剤含有セルを含む。
【０００４】
　好ましい実施態様では各セルは３０ミクロン程度の深さを有する。好ましくは各セルは
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０．４５ミクロン程度の幅を有する。
【０００５】
　各セルは転写ローラーの表面を横断する方向に六角形の形状であってもよい。 
【０００６】
　一部の実施態様では本発明のシステムは接着剤の溜めを収容するためのトラフを含み、
転写ローラーはそれが回転する際に接着剤を取り上げるためにトラフ内に配置することが
できる。
【０００７】
　他の実施態様では本発明のシステムは転写ローラーの表面に加圧下で接着剤を供給する
ように構成された接着剤アプリケーターを含む。好ましくは接着剤アプリケーターは転写
ローラーとアプリケーターローラーの間のニップで転写ローラーに接着剤を塗布するため
に転写およびアプリケーターローラーの間に位置する。
【０００８】
　別の態様では本発明による接着剤転写システムを含む喫煙品フィルター組み立て装置も
提供される。
【０００９】
　添付図面を参照して本発明の実施態様をあくまで例示を目的として説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施態様による接着剤転写システムの側面図である。
【図２】図１に例示した接着剤転写システムの転写ローラーの彫刻された領域を形成する
セル状構造の拡大図である。
【図３】変更した実施態様の側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本明細書中で使用するように「喫煙品」なる用語は、 タバコ、タバコ派生品、膨張タ
バコ、再生タバコまたはタバコ代替え品をベースにしているかに関係なく紙巻きタバコ、
シガーおよびシガリロなどの喫煙可能な製品および発熱するが燃焼しない製品、電子タバ
コを含むエアロゾル発生装置などの他のニコチン送出製品を含む。喫煙品には喫煙者に吸
引される気体流用のフィルターを設けてもよい。全ての喫煙品はフィルターを有していな
いが、本発明の実施態様は喫煙者に吸引される気体流用のフィルターがチッピング紙を使
用して紙巻きタバコフィルター組み立て装置でタバコロッドに取り付けられる喫煙品に関
する。
【００１２】
　紙巻きタバコフィルター組み立て装置（図示せず）の一部を形成する接着剤転写システ
ム１を図１に例示する。接着剤転写システム１は接着剤の溜め３を含むトラフ２とトラフ
２上の軸「Ａ」の中心に方向「Ｃ」に回転するように取り付けられ、湾曲した外周面５を
有する転写ローラー４とを含む。転写ローラー４は溜め３内に突出してその湾曲面５が部
分的にトラフ２に収容された接着剤に浸かるようになっている。作動中、転写ローラー４
は、チッピング紙ウェブ供給機構（図示せず）などの紙巻きタバコフィルター組み立て装
置の他の部品を同調するように回転させる。 
【００１３】
　転写ローラー４の湾曲面５はチッピング紙ウェブ（Ｔ）に塗布される糊のパターンに対
応するセル状のパターン６（図２参照）に彫刻またはエッチング処理されている。回転す
ると、転写ローラー４の湾曲面５は溜め３から取り上げられた接着剤でコーティングされ
、また転写ローラー４の彫刻された領域を満たす。
【００１４】
　従来の接着剤転写システムでは、チッピング紙ウェブ（Ｔ）が転写ローラー４上にこれ
と直接接触して位置し、転写ローラー４上の余分な接着剤は、チッピング紙ウェブ（Ｔ）
と接触する前に彫刻された領域６以外から転写ローラー４の面から転写ローラー４の湾曲
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面５にプレスされるドクターブレードによって除去される。それから接着剤はその上を通
過するチッピング紙（Ｔ）によって接着剤に発生する表面張力により彫刻された領域６か
らチッピング紙ウェブ（Ｔ）上に引っ張られる。 
【００１５】
　チッピング紙ウェブ（Ｔ）は薄く、比較的脆弱なので、発生する表面張力は全ての接着
剤が転写ローラー４の彫刻された領域６からウェブの表面上に確実に引き抜かれるように
するには充分でない場合があり、またはパターン全体において局所領域に接着剤が過剰に
塗布され、全パターンの他の領域には全くまたは殆ど塗布されない。従って、接着剤はチ
ッピング紙ウェブ（Ｔ）に良好に転写されず、不均一になる。
【００１６】
　適切にかつ一定に接着剤をチッピング紙ウェブ（Ｔ）に塗布することは重要である。チ
ッピング紙ウェブ（Ｔ）は薄いので、引張強度が低く、特に比較的高速でフィルター組み
立て装置を通して供給されると、破れやすくなってしまう。チッピング紙ウェブ（Ｔ）が
狭い領域に集中した過剰な接着剤によって濡らされると、その領域のウェブの引張強度は
さらに減少し、破れがより生じやすくなる。さらにチッピング紙ウェブ（Ｔ）の１つの領
域に集中して過剰な接着剤が塗布されるとチッピング紙ウェブ（Ｔ）の厚みを介して接着
剤がにじみ出でしまい、チッピングウェブの見栄えを損なう。
【００１７】
　本発明の実施態様は２つのローラーによる糊転写装置を採用している。より具体的には
アプリケーターローラー７が転写ローラー４の上に転写ローラー４の回転軸「Ａ」に平行
な回転軸「Ｂ」を有して取り付けられている。アプリケーターローラー７は、アプリケー
ターローラー７が転写ローラー４から駆動され、これらが共に同じ速度で回転するように
転写ローラーに連動させてもよい。アプリケーターローラー７の湾曲面８は滑らかであり
、転写ローラー４の湾曲面４に対してニップ領域（Ｎ）でプレスされ、これにより転写お
よびアプリケーターローラー４、７が回転すると、糊が転写ローラー４の彫刻された領域
６からアプリケーターローラー７の湾曲面上に転写され、接着剤の所望のパターンがアプ
リケーターローラー７の湾曲面に転写される。
【００１８】
　転写およびアプリケーターローラー４、７間のニップ（Ｎ）での圧力により彫刻された
領域６以外の転写ローラー４の面の接着剤は、転写およびアプリケーターローラー４、７
から搾り取られ、ニップ（Ｎ）を通過しない。これによりアプリケーターローラー７の滑
らかな湾曲面８上に彫刻された領域６の形に対応する接着剤パターンが残る。
【００１９】
　接着剤が塗布される張力が掛けられたチッピング紙ウェブ（Ｔ）の表面は、矢印「Ｄ」
の方向の経路に沿って供給され、その結果チッピング紙ウェブ（Ｔ）がニップ（Ｎ）から
離れた位置でアプリケーターローラー７の湾曲面と接触するようになり、これによりアプ
リケーターローラー７が回転し続けると、アプリケーターローラー７上の接着剤パターン
が続けてチッピング紙ウェブ（Ｔ）の表面上に所定のパターンで転写される。
【００２０】
　接着剤パターンがアプリケーターローラー７の表面８に位置しているので、接着剤パタ
ーンは表面８と接触しているチッピング紙ウェブ（Ｔ）によって表面８から効果的に拭き
取られ、従ってチッピング紙ウェブ（Ｔ）が彫刻された領域から接着剤を引っ張り出すこ
とができるようにする充分な表面張力の発生は、アプリケーターローラー７からチッピン
グ紙ウェブ（Ｔ）に接着剤を適切にかつ一定に転写することの要因では最早なくなる。
【００２１】
　当然のことながら転写ローラー４の彫刻された領域６からアプリケーターローラー７の
湾曲面上へ接着剤を確実に適切かつ効果的に転写するためにアプリケーターローラー７は
転写ローラー４とのニップ（Ｎ）で充分かつ一定の表面張力を発生させる必要がある。こ
れは溜め３から取り上げられた個別の量の接着剤が、ニップ（Ｎ）での表面張力が異なる
彫刻された領域６に亘って延びた単独の塊としてではなく、図２に示すように彫刻された
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領域内で個々のセル９に保持されるように彫刻された領域をセル状構造に分割することに
よって達成される。接着剤が彫刻された領域に亘って個々のセルを満たすように接着剤を
分割することによって表面張力がセルの彫刻された領域に亘る位置に関係なく各セル９で
実質的に同じなので、より一定の表面張力がニップ（Ｎ）で発生する。その結果さらによ
り均一かつ一定に接着剤がセルからアプリケーターローラー上へ転写される。各セル９は
３０ミクロン程度の深さと０．４５ミクロン程度の幅を有するのが好ましい。隣接するセ
ル間の距離Ｄは０．１ミクロン程度であってもよい。
【００２２】
　変更した実施態様では図３の側面図に示すようにトラフ２が、接着剤が加圧下で転写ロ
ーラー４の彫刻された領域６に供給されるように加圧下で保持され、転写およびアプリケ
ーターローラー４、７の間のニップ（Ｎ）に近くに配置される接着剤溜め９に変えられて
いる。これは上記の実施態様より接着剤がチッピング紙ウェブ（Ｔ）に到達するのに移動
する距離が短いという利点を有する。
【００２３】
　種々の問題の対処と技術の発展のため、本開示全体は種々の実施形態を例示的に示して
おり、これらの実施形態では特許請求された発明が実践され、優れた接着剤転写システム
を提供することができる。本開示の利点および特徴は実施形態の単なる代表的な具体例で
あり、包括的でも排他的でもない。これらは特許請求された特徴の理解と教示の単なる補
助に提供されている。当然だが、本開示の利点、実施形態、具体例、機能、特徴、構造、
および／または他の側面は本開示を特許請求の範囲に規定されたとおりに限定するあるい
は特許請求の範囲の均等物に限定すると考えるべきではなく、本開示の範囲および／また
は思想から乖離することなく他の実施形態を利用しても改変してもよいと考えるべきであ
る。種々の実施形態は、開示された構成要素、成分、特徴、部品、工程、手段他の組合せ
を適切に備えても、これらで構成されても、基本的にこれらで構成されてもよい。また本
開示は、現在は特許請求されていないが将来特許請求される可能性がある他の発明を含む
。
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